
２０２３年９月３日 主日礼拝  ＜誕生祝福式＞ 
  

司  会   ①髙木兄   ②水谷兄   ③平田兄（秋田姉） 

祈  祷  

奏  楽                                    

                                     

賛  美       聖歌６１２番「主は捨てたまわじ」 
   （ほめよイエスのみ名を）（栄光から栄光へと私を変えて） 

三つの愛 

 

   聖  書  ①                           ②                                                              ヨハネによる福音書１５章１２～１７節  (P１６７)  

                                                                                       ③      ローマ人への手紙８章２６～３４節  (P２４３)  
 

音  楽          永楽教会・ホサナ聖歌隊（V） 

 

誕生祝福式 

メッセージ ①②                                                           「これよりも大きな愛はない」           坪井永城副牧師   

              ③                                                                                                         「呻きの祈りはいつの間にか」 大川従道主任牧師   

   

賛  美                                                                                      「祈れものごと」（聖歌２５６番）                                     献金 

頌  栄                                                                                  「父、み子、み霊の」（聖歌３８３番）   アーメン 

                                                                       祝   祷                                                                        

 
 

【大和ニュース】     

☆来週は和歌山県から、日本を代表する説教家。平岡修治先生をお迎えしての 

特別伝道礼拝です。一説には、“お笑い芸人顔負けの牧師”。②９時 ➂                                                                                             １１時。 

・ 本日、バルナバ会（１２：４５）、プレミアムクワイア（１２：４５）、サインダンス（１４：００）、 

J.PLUS集会（１４：３０ 青年・学生・中高生・森チャペル）。 

* 第４礼拝(１８：００)。説教は清水補教師「ミッキーマウスの勇気」。泉チャペルにて。 
 

・ 今週も祈祷会を大切に！水曜夜と木曜朝。説教は３７歳の大川牧師「群馬の奇跡」 

☆福地マレ姉ご召天！告別式は、７日（木）１４：００。（ボーマンルリ子先生のお母さま） 

* 「断食祈祷日」は、８日（金）９：００～１５：００。部分参加可。６人の牧師による説教。 

・ 土曜日は、生花、会堂掃除(１２：００)、聖歌隊練習(１３：３０ お試し参加も可)。 

・ 東京カルバリーは、来週の日曜１６時。広尾の教会にて。説教は大川牧師。 

* 主日礼拝人数 ①８９人(２２３) ②１６９人(１６９) ➂                                                                                             ２５６人(３３８) ➃２８人＝１２７２人 

       定例祈祷会 水曜５７人(１５５) 木曜１３９人(８３)＝４３４人 ※( )内は YouTubeのライブ人数 
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石の枕  
  

先週の第３礼拝の説教を真剣に聴いて下さったでしょうか。もし本気で受け入れ、 

主に従うならば、考えられないほどの奇跡を体験するでしょう。 

説教の中で引用した本『サークル・メーカー』は、米国でミリオンセラーとなった 

話題作で、いのちのことば社に問い合わせたら、在庫が２４冊。全てを買い求め 

ました。本当にすばらしい本で驚いています。私の書棚のトップです。 

次は本からの引用紹介です。「ヒルトン・ホテル」を知らない人はいないでしょう。 

ヒルトンは自伝の中で次のように語っている。「私の母は、すべてに通じる一つの 

答えを持っていた。それは、神に祈ることだ！」 

ヒルトンが少年の頃、愛馬が死んだ。彼は打ちのめされて、答えを求めた。 

すると母は、すべてに通じる答えを与えてくれた。「祈りなさい。すべての問題を 

神様のところに持っていくのよ。私たちには答えがわからないときにも、神様の 

ところには答えがあるのよ。」 

ヒルトンはこの教えを、老年時代もずっと覚えていた。彼の自伝の最後の章の 

タイトルは「一貫して、確信を持って祈ろう」である。神との交わりがないなら、 

私たちは無に等しい。しかしそれがあるなら私たちは、み使いたちより少し低いだけで、 

栄光と栄誉をいただいた存在なのである。夢を大きく描き、懸命に祈り、長い 

スパンで考えるなら、あなたの時は必ず来る。 
 

紹介したいことが沢山あって困るほどである。著者はワシントンDCのある教会の 

牧師で名を「Mark Batterson」という。彼はすばらしい祈りの器で、学ぶことが 

多くある。彼にも会ってみたいし、その教会にも出席してみたい。 

 「私の祈りの力は、私の祖父母から受け継いだ霊的遺産だ。私の祖父は、 

夜になるとベッドの脇にひざまずいて補聴器を外し、家族のために祈っていた。 

補聴器を外した彼の耳には自分の声が聞こえなかったが、家にいるほかの 

みんなには聞こえていた。そのうちのいくつかの祈りは、私のために本気でとりなして 

くれている祈りとして、今も記憶に残っている。」「聖霊が私のたましいにこうささやか 

れたことがあった。マーク、これはおまえの祖父の祈りが答えられた瞬間だよ」。 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：Ⅰコリント１３章～Ⅱコリント１章 Bコース：箴言３章～１６章 


